
横芝光町 議会だより

【
男
性
職
員
の
育
児
休
業
】

Ｑ
川
島　

富
士
子
議
員

　

令
和
３
年
度
の
男
性
職
員
の
育

児
休
業
の
取
得
を
ど
う
進
め
る
か

Ａ
企
画
空
港
課

　

令
和
２
年
度
は
、
対
象
５
人
に

対
し
１
人
利
用
の
20
％
で
、
令
和

３
年
度
は
、
更
に
積
極
的
に
進
め

ま
す
。

【
道
路
整
備
事
業
】

Ｑ
川
島　

富
士
子
議
員

　
（
参
考
ま
で
に
）
銚
子
連
絡
道

路
と
圏
央
道（
大
栄
～
松
尾
横
芝
）

の
進
捗
状
況
は

Ａ
都
市
建
設
課

　

銚
子
連
絡
道
路
は
、
国
道
２
９

６
号
匝
瑳
市
地
先
ま
で
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
開
通
を
目
標
に
県
と

道
路
公
社
が
実
施
し
て
お
り
、
圏

央
道
は
、
令
和
６
年
度
開
通
を
目

標
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

【
空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
事
業
】

Ｑ
宮
薗　

博
香
議
員

　

空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
事
業

に
つ
い
て
、
当
町
の
利
用
者
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

も
っ
と
利
便
性
の
あ
る
横
芝
光
号

成
田
便
が
運
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、

近
隣
市
町
と
も
連
携
を
取
り
費
用

対
効
果
が
望
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

運
行
を
取
り
や
め
る
こ
と
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ａ
企
画
空
港
課

　

公
共
交
通
に
関
し
て
は
、
他
市

町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
け
れ
ば

一
番
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
サ
ン
ブ
ス
ギ
林
再
生
・

�

資
源
循
環
促
進
事
業
】

Ｑ
八
角　

健
一
議
員

　

サ
ン
ブ
ス
ギ
林
再
生
・
資
源
循

環
促
進
事
業
７
２
２
万
７
千
円
と

あ
る
が
、
場
所
、
件
数
、
内
容
は
。

Ａ
産
業
課

　

町
の
人
工
林
面
積
が
４
０
６
ｈ

ａ
、
こ
の
う
ち
ス
ギ
面
積
が
２
９

４
ｈ
ａ
、
サ
ン
ブ
ス
ギ
林
面
積
が

２
６
６
ｈ
ａ
あ
り
、
被
害
林
面
積

は
１
９
６
ｈ
ａ
、
こ
の
被
害
を
受

け
て
い
る
73
．
68
％
の
被
害
木
の

伐
倒
と
搬
出
、
被
害
材
木
の
運
搬

と
植
栽
、
そ
の
補
助
と
し
て
計
上

い
た
し
ま
し
た
。
場
所
に
つ
い
て

は
、
大
総
地
区
旧
Ｊ
Ａ
大
総
支
所
、

県
道
沿
い
の
南
側
、
大
総
小
学
校

か
ら
向
か
い
大
総
支
所
の
手
前
に

な
り
ま
す
。

Ｑ
八
角　

健
一
議
員

　

被
害
面
積
１
９
６
ｈ
ａ
の
伐
倒

伐
木
を
行
い
、
そ
こ
に
新
し
い
ス

ギ
の
木
を
植
え
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
産
業
課

　

今
回
は
全
部
で
は
な
く
一
部
に

な
り
ま
す
。
ス
ギ
に
つ
い
て
は
伐

倒
搬
出
後
、
人
工
林
と
し
て
ス
ギ

を
植
え
る
な
ど
し
て
再
生
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
道
路
改
良
事
業
】

Ｑ
鈴
木　

和
彦
議
員

　

町
道
Ⅰ
―
13
号
線
と
町
道
Ⅰ
―

14
号
線
の
交
わ
る
北
清
水
地
先
交

差
点
に
は
信
号
機
が
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
長
塚
地
先
の
県
道

と
の
交
差
点
に
も
信
号
機
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
今
後
信
号
機

の
設
置
予
定
は
あ
る
の
か
。

Ａ
都
市
建
設
課　

　

町
道
Ⅰ
―
14
号
線
で
、
交
通
量

が
非
常
に
多
い
北
清
水
地
先
の
安

全
対
策
を
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

開
通
と
同
時
に
現
地
を
視
察
調
査

し
、
現
在
実
施
し
て
い
る
安
全
対

策
以
外
に
看
板
を
４
方
向
に
設
置

し
ま
し
た
。
今
後
信
号
機
に
つ
い

て
は
、
粘
り
強
く
警
察
へ
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

長
塚
地
先
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

現
在
交
差
点
の
東
側
を
工
事
し
て

お
り
、
３
月
に
は
開
通
す
る
見
込

み
で
す
。
開
通
す
る
と
匝
瑳
市
側

か
ら
の
交
通
量
が
益
々
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
信
号

機
が
早
く
設
置
さ
れ
る
よ
う
警
察

に
要
望
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
県

道
を
所
管
す
る
山
武
土
木
事
務
所

へ
も
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
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総
務
経
済
常
任
委
員
会 
３
月
３
日

　

３
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
各
常
任
委
員
会
ご
と
に
、
所

管
課
の
令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
課
で
の
実
施
予
定
事
業
等
の
予
算
の
適
正
性
・
事
業
内
容
等

に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
経
済
・
民
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会
所
管
課

・
総
務
課
・
税
務
課
・
財
政
課

・
企
画
空
港
課
・
都
市
建
設
課

・
産
業
課
・
農
業
委
員
会

・
環
境
防
災
課
・
出
納
室

・
食
肉
セ
ン
タ
ー

▲長塚地先交差点

令
和
３
年
度
町
の
予
算
を
徹
底
調
査

令
和
３
年
度
町
の
予
算
を
徹
底
調
査



横芝光町 議会だより

【
東
陽
病
院
非
常
用
発
電
装
置
】

Ｑ
川
島　

仁
議
員

　

非
常
用
発
電
装
置
の
燃
料
タ
ン

ク
を
、
地
下
タ
ン
ク
に
し
て
は
ど

う
か
。

Ａ
東
陽
病
院

　

タ
ン
ク
は
大
き
い
ほ
う
が
よ
い

で
す
が
、
当
初
22
時
間
も
つ
も
の

で
検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
工
事

費
の
関
係
で
、
今
回
は
最
大
出
力

で
11
時
間
30
分
も
つ
５
０
０
ℓ
と

い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ
川
島　

仁
議
員　

　

５
０
０
ℓ
で
不
便
な
ら
ば
、
人

の
命
を
預
か
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、

お
金
を
か
け
て
も
地
下
タ
ン
ク
を

入
れ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。
今

後
要
望
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
東
陽
病
院

　

今
後
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
総
合

的
に
勘
案
し
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
計
画
で
は
、

５
０
０
ℓ
で
11
時
間
30
分
対
応
の

タ
ン
ク
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
】

Ｑ
川
島　

勝
美
議
員

　

エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

ま
た
、
予
算
が
大
幅
に
増
え
て
い

る
要
因
は
何
か
。

Ａ
健
康
こ
ど
も
課

　

エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
目

的
は
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
期
ま
た

は
急
な
病
気
や
け
が
で
一
時
的
に

家
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
家
庭
に

家
事
の
代
行
を
主
と
す
る
派
遣

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
対
象
者
は
町
内
在
住
で
住
民

票
の
あ
る
方
、
母
子
健
康
手
帳
を

発
行
さ
れ
た
妊
婦
ま
た
１
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
で
、
例
え

ば
家
庭
に
祖
父
母
が
お
ら
ず
、
母

親
だ
け
が
一
人
で
や
ら
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
な
家
庭
に
派
遣
す
る
制

度
で
す
。
ま
た
、
増
額
要
因
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
業

者
も
１
社
で
は
な
く
何
社
も
募
集

を
か
け
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者

を
募
集
し
、
利
用
要
望
の
あ
る
世

帯
に
派
遣
し
た
い
と
考
え
、
派
遣

回
数
の
増
額
を
計
上
し
予
算
要
求

い
た
し
ま
た
。

【
交
通
安
全
指
導
及
び
啓
発
事
業
】

Ｑ
庄
内　

賢
一
議
員

　

交
通
安
全
指
導
員
は
、
仕
事
が

多
い
の
で
受
け
て
く
れ
る
人
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
。

Ａ
環
境
防
災
課

　

年
々
受
け
て
い
た
だ
け
る
方
が

選
出
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
状
で
す
と
交

通
安
全
指
導
員
は
欠
員
が
多
く
出

て
い
ま
す
。
地
区
か
ら
選
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
指
導
員
と
個
別

に
長
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

指
導
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
て
、

ご
自
分
の
事
情
で
交
替
し
た
い
と

言
わ
れ
た
場
合
に
、
地
区
の
行
政

総
務
員
に
も
選
出
す
る
よ
う
に
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

【
循
環
バ
ス
運
行
事
業
】

Ｑ
庄
内　

賢
一
議
員　

　

循
環
バ
ス
の
見
直
し
は
、
令
和

４
年
度
に
な
る
の
か
。

Ａ
企
画
空
港
課

　

来
年
度
、
具
体
的
な
検
討
を
行

い
、
早
け
れ
ば
令
和
４
年
度
の
10

月
に
全
体
見
直
し
が
行
え
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
　

�

処
理
対
策
事
業
】

Ｑ
山
﨑　

義
貞
議
員

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
料
金

が
上
が
り
困
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

町
の
負
担
状
況
は
。

Ａ
産
業
課

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
料
金
に
つ
い

て
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協

議
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
農
家
負
担
は
急
な
値
上

が
り
に
よ
り
、
令
和
２
年
か
ら
10

円
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
と
同
じ
89
．
６
円
で
処
理
で
き

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以

降
に
つ
い
て
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

対
策
協
議
会
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
】

Ｑ
小
倉　

弘
業
議
員

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
交
流
事
業

２
，
１
４
５
千
円
に
つ
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
企
画
空
港
課

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
け
入

れ
を
想
定
し
た
実
施
計
画
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。
消
毒
等
の
徹
底

や
選
手
団
の
導
線
確
保
等
で
、
来

日
さ
れ
た
際
は
、
そ
れ
に
基
づ
き

受
け
入
れ
い
た
し
ま
す
。

【
災
害
用
備
品
整
備
事
業
】

Ｑ
小
倉　

弘
業
議
員

　

消
耗
品
費
（
食
糧
等
）
を
購
入

し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
が
設

定
し
て
い
る
目
標
数
を
達
成
で
き
る

の
か
。

Ａ
環
境
防
災
課

　

飲
料
水
・
食
糧
が
不
足
し
て
い
ま

し
た
が
、
飲
料
水
は
来
年
度
購
入
す

る
こ
と
で
目
標
数
は
達
成
す
る
予
定

で
す
。
食
糧
は
目
標
達
成
率
が
低
い

の
で
、
計
画
的
に
購
入
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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民
生
文
教
常
任
委
員
会 

３
月
４
日

民
生
文
教
常
任
委
員
会
所
管
課

・
福
祉
課
・
健
康
こ
ど
も
課

・
住
民
課
・
東
陽
病
院

・
教
育
課
・
社
会
文
化
課

▲防災用備蓄飲料水



横芝光町 議会だより

【
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
費
補
助
金
】

Ｑ
鈴
木　

唯
夫
議
員

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整
備
利

子
補
給
事
業
費
補
助
金
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
施
設
維
持
管
理
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て
新
規
か
と
思
う

が
、
町
内
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

施
設
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

Ａ
福
祉
課

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整
備
利

子
補
給
事
業
費
補
助
金
に
つ
て
は

平
成
30
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
ま

す
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
維
持

管
理
事
業
費
補
助
金
が
新
規
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
６
月

議
会
で
承
認
を
い
た
だ
い
て
令
和

２
年
度
よ
り
事
業
実
施
し
て
い
ま

す
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
町
内
に

２
施
設
あ
り
ま
す
。

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

   �

活
動
支
援
事
業
】

Ｑ
鈴
木　

輝
男
議
員

　

補
助
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

Ａ
福
祉
課

　

補
助
金
を
算
定
す
る
上
で
前
々

年
度
か
ら
の
過
去
３
ヶ
年
に
か
か

る
年
度
末
の
会
員
数
の
平
均
数
と
、

延
べ
就
業
人
員
数
の
月
平
均
数
に

よ
り
、
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
補
助
限

度
額
が
国
で
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
会
員
数
が
１
５
０
人
以
上
で
、

か
つ
就
業
延
べ
人
員
数
月
５
０
０

人
以
上
の
場
合
は
Ｂ
ラ
ン
ク
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
は
Ｂ
ラ
ン
ク
で
し

た
が
、
新
年
度
は
ラ
ン
ク
が
下
が

り
会
員
数
１
０
０
人
以
上
か
つ
就

業
延
べ
人
員
数
月
５
０
０
人
以
上

の
Ｃ
ラ
ン
ク
に
な
る
た
め
補
助
額

が
減
額
と
な
り
ま
す
。

【
学
校
給
食
費
】

Ｑ
越
川　

一
雄
議
員

　

学
校
給
食
費
の
53
万
６
千
円
減

は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
減
額

に
し
て
も
１
年
間
足
り
る
の
か
。

Ａ
教
育
課

　

特
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
は
な
く
、

全
体
的
に
小
中
学
生
の
児
童
生
徒

数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
見
込
ん
だ
減

額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
越
川　

一
雄
議
員

　

生
徒
、
児
童
数
は
何
人
減
少
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
教
育
課

　

小
中
学
生
合
せ
て
の
合
計
に
な

り
ま
す
が
、
昨
年
は
１
，
５
５
７

人
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
年

度
予
算
は
１
，
５
４
６
人
で
積
算

し
て
お
り
ま
す
。

【
東
陽
病
院
発
熱
外
来
】

Ｑ
越
川　

一
雄
議
員

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
件
で
、
発

熱
者
（
37
．
５
℃
）
が
東
陽
病
院

に
来
た
数
は
、
現
在
ま
で
何
人
く

ら
い
い
る
の
か
。

Ａ
東
陽
病
院

　

10
月
23
日
に
指
定
を
受
け
た
発

熱
外
来
は
、
11
月
４
日
か
ら
開
始

し
、
２
月
末
ま
で
の
実
績
は
、
発

熱
者
受
診
数
４
８
６
人
、
う
ち
発

熱
外
来
予
約
者
は
２
１
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
民
生
委
員
活
動
事
業
】

Ｑ
秋
鹿　

幹
夫
議
員

　

民
生
委
員
の
確
保
が
困
難
な
状

況
を
危
惧
し
て
、
本
年
度
予
算
調

査
の
際
も
報
酬
を
上
げ
る
等
の
提

案
を
し
た
が
、
令
和
３
年
度
の
取

り
組
み
は
。

Ａ
福
祉
課

　

民
生
委
員
の
活
動
と
し
て
は
、

月
１
回
の
定
例
会
を
は
じ
め
、
色

々
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
仕
事
を
持
っ
て
い
る
方
は

集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
定

例
会
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
検
討
や
、

視
察
研
修
を
３
回
か
ら
１
回
に
減

ら
す
等
考
え
て
い
ま
す
。

【
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
】

Ｑ
秋
鹿　

幹
夫
議
員

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
進

捗
状
況
は

Ａ
教
育
課　

　

小
中
学
校
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整

備
は
完
了
、
１
人
１
台
ダ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
に

納
品
予
定
で
す
。
残
り
が
光
回
線

の
変
更
が
済
め
ば
稼
働
は
可
能
で

す
が
、
教
職
員
へ
の
研
修
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
１
学
期
中
は
機
器

の
取
り
扱
い
に
慣
れ
る
期
間
と
し
、

研
修
等
を
重
ね
な
が
ら
本
稼
働
に

向
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
図
書
館
事
業
】

Ｑ
印
東　

彦
治
議
員

　

今
現
在
の
当
町
の
図
書
館
に
あ

る
所
蔵
数
に
、
昨
年
度
購
入
し
た

も
の
が
加
わ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の

所
蔵
数
が
あ
る
の
か
。
そ
し
て
県

立
東
部
図
書
館
を
比
較
し
て
ど
れ

く
ら
い
の
規
模
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
社
会
文
化
課

　

県
立
の
図
書
館
は
そ
れ
ぞ
れ
分

野
を
分
け
て
所
蔵
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
東
部
図
書
館
は
29
万
冊
、

町
の
図
書
館
は
全
体
の
資
料
が
あ

り
ま
す
の
で
、
42
万
冊
を
所
蔵
し

て
お
り
ま
す
。

【
心
の
教
室
相
談
員
】

Ｑ
森
川　

貴
恵
議
員

　

心
の
教
室
相
談
員
に
つ
い
て
、

人
材
の
幅
を
広
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

Ａ
教
育
課

　

２
名
と
も
教
員
Ｏ
Ｂ
で
す
が
、

今
後
の
選
考
に
つ
い
て
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

運
営
費
補
助
金
】

Ｑ
森
川　

貴
恵
議
員

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営

費
補
助
金
が
国
の
補
助
金
を
併
せ

て
合
計
２
２
０
万
円
減
額
と
な
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
見
通
し
、

事
務
作
業
人
件
費
等
の
見
直
し
は

あ
る
か
。

Ａ
福
祉
課

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営

費
補
助
金
２
２
０
万
円
の
減
額
は

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
役
員
報

酬
、
時
給
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
町
の
組
織
の
中
に
あ
る
も
の

で
は
な
い
た
め
回
答
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
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